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『
太
平
鹿
記
』

と
近
世
怪
異
小
説

｜
｜
『
伽
縛
子
』

の
出
典
関
係
及
び
道
教
的
要
素

王

建

康

は
じ
め
に

浅
井
了
意
（
？

i
一
六
九
一
）
が
中
国
の
怪
異
小
説
を
翻
案
し
て
書
い
た
『
伽
牌
子
』
（
寛
文
六
年
、

一
六
六
六
）
は
翻
案
怪
異
小
説
と
い

う
特
異
な
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し
た
。
こ
の
意
味
で
『
伽
蝉
子
』
は
近
世
怪
異
小
説
の
祖
と
言
っ
て
も
よ
い
。

『
伽
稗
子
』
は

6
8
の
翻
案
説
話
に
よ
り
校
正
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
明
・
塵
佑
（
一
三
四
七

1
一
四
三
一
二
）
の
『
現
燈
新
話
』
よ

り
1
8
話
、
『
勢
燈
余
話
』
よ
り
2
話
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
4
8
の
説
話
の
翻
案
原
拠
に
関
し
て
は
、
長
い
間
研
究
者
ら
は
唯
「
晋

唐
の
怪
異
小
説
の
類
で
あ
る
」
と
の
み
言
及
し
、
究
明
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
七
年
、
宇
佐
美
喜
三
八
氏
が

4
8
話
（
3
話
未

（

2
〉

明
に
わ
た
る
1
6
種
も
の
中
国
古
代
文
献
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ

詳
）
の
原
拠
を
調
べ
、
こ
れ
ら
の
説
話
の
原
拠
は
、
唐
、
宋
、

の
後
、
学
界
で
は
『
伽
縛
子
』
の
『
現
燈
新
話
』
、
『
勢
燈
余
話
』
以
外
の
出
典
に
関
し
て
は
宇
佐
美
氏
の
説
に
従
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
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つ
い
昨
年
、
渡
辺
守
邦
氏
が
「
浅
井
了
意
〈
伽
稗
子
〉
」
に
『
伽
稗
子
』
の
『
勢
燈
新
話
』
、
『
勢
燈
余
話
』
の
ほ
か
に
出
典
と
し
て
中
国
の
叢

書
『
説
郭
』
で
あ
る
と
い
う
新
し
い
説
を
提
出
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
ま
ず
宇
佐
美
氏
の
説
に
つ
き
検
討
し
、
さ
ら
に
渡
辺
氏
の
新
説
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

浅
井
了
意
は
は
た
し
て
翻
案
の
際
、
多
数
の
中
国
原
書
を
直
接
使
用
し
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
は
了
意
が
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）

に
撰
し
た
『
新
語
圏
』
は
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

一
条
兼
良
の
『
語
圏
』
に
倣
っ
て
撰
集
し
た
『
新
語
園
』
に
は
引
用

し
た
中
国
古
典
文
献
が
三
百
種
以
上
も
あ
り
、
う
ち
『
太
平
康
記
』
の
引
用
と
了
意
が
明
記
し
た
の
は

1
5
話
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
、
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花
田
富
二
夫
氏
の
考
証
に
、
了
意
は
『
新
語
園
』
を
撰
集
す
る
際
、
直
接
三
百
種
余
り
の
原
書
を
読
ん
だ
の
で
は
な
く
、
中
国
の
類
書
『
事

文
類
衆
』
、
『
太
平
御
覧
』
、
『
太
平
康
記
』
、
『
天
中
記
』
を
原
拠
と
し
た
と
い
う
。
実
際
に
『
新
語
』
に
お
い
て
は
、
『
太
平
康
記
』
よ
り
引
用

1
4
1
話
に
も
達
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
筆
者
の
調
査
に
よ
れ

し
た
文
献
は
明
記
し
た

1
5
話
を
は
る
か
に
上
回
り
、

ば
、
『
新
語
圏
』
の
巻
5
、
6
、
8

（
『
太
平
康
記
』
を
最
も
多
く
引
用
し
た
巻
）
に
は
『
太
平
康
記
』
と
の
共
通
話
が
記
述
順
に
同
じ
に
見

出
せ
る
の
で
あ
る
。

巻
二

O
二
l
三
九
三

巻
五
（
四
十
話
引
用
）

『
太
平
廉
記
』

巻
三
九
三
｜
四
二
九

『
新
語
園
』

巻
六
（
二
十
五
話
引
用
）

巻
四
二
六

l
四
二
九

巻
八
（
三
十
七
話
引
用
〉

ま
た
、
『
新
語
圏
』
巻
五
の
七

1
十
、
十
四

1
十
八
、
十
九
の
話
は
そ
れ
ぞ
れ
『
太
平
鹿
記
』
巻
二

O
二
、
二

O
六
、
二

O
七
に
よ
る
。
こ
の



よ
う
に
同
巻
内
の
説
話
の
順
も
ぴ
っ
た
り
『
太
平
康
記
』
の
記
述
順
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
了
意
が
『
新
語
園
』
を
撰
集
す
る
際
、
『
太

平
康
記
』
を
見
な
が
ら
説
話
原
拠
を
引
用
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

『
新
語
圏
』
分
類
（
花
田
富
二
夫
〉

さ
ら
に
、
全
体
の
分
類
も
、
『
太
平
康
記
』
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る

『
太
平
底
記
』
分
類

（
巻
一
〉
子
供
、
母
子
、
父
子
、
兄
弟
、
稗
、

表
兄
、
妻
、
夫
妻

（
巻
二
）
賢
妻
、
嫉
妻
、
棄
夫
、
美
女
、
妾
、

奴
稗
、
美
麗
傾
国

（
巻
一
二
）
玉
女
、
妾
、
醜
夫
、
醜
女
、
人
相
、

人
体
、
頭
、
首
、
鼻
、

目
、
口
、
耳

舌

（
巻
四
）
勇
力
、
軽
捷
、
策
略
、
奇
計
、
著

修
、
婦
、
天
命
、
徳
行
、
誤
解

婦
人
類
（
賢
婦
、
才
婦
、
美
婦
、
嫉
婦
、

巻
二
七

O
i
二
七
三
）

感
情
類
（
童
僕
奴
牌
、

二
七
五
）

相
類
（
一
二
二
｜
二
二
四
）

駿
勇
類
（
一
九
一
ー
ー
一
九
二
〉
奪
修
類
（

二
三
六
！
二
三
七
）
報
応
類
（
一

O
二ーー

三
九
〉
将
帥
類
（
雑

智
一
九
O
）
軽
薄
類

（
一
二
ハ
五
｜
二
六
六
）
謬
誤
類
（
二
四
二
）
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（
巻
五
）
隠
逐
、
文
字
、
書
、
絵
、
語
、
巧

工
、
塚
、
雷

（
巻
六
）
燈
、
石
、
水
、
海
、
人
異
、
怪
異

（
巻
七
）
鳥
類
（
巻
八
〉
獣
類
（
巻
九
）
昆
虫

類

（
巻
十
）
花
類
、
果
実
類

書
類
（
二

O
六
｜
二

O
九
）
董
類
（

O
l
一
一
一
四
）
伎
工
類
（
二
二
語
ー
ー
二
二
七

）
塚
墓
類
（
三
八
九
l
三
九

O
〉

石
類
（
波
砂
付
三
九
八
）
水
類
（
三
九
九

）
妖
怪
類
（
人
妖
付
三
語
九
｜
三
六
七
〉
精

怪
類
（
一
一
二
ハ
八

l
三
七
三
）

鳥
類
（
四
六

O
｜
四
六
一
二
）
畜
獣
類
（
四

- 4ー

一
四
｜
四
四
六
）
水
族
類
（
四
六
四
l
四
七

一
一
）
昆
虫
類
（
四
七
三
｜
四
七
九
）
草
木
類

（四

O
六
｜
四
一
七
）

従
っ
て
花
田
氏
の
指
摘
は
ま
ず
疑
え
な
い
。
こ
の
『
新
語
園
』
の
例
か
ら
、
了
意
の
撰
集
、
創
作
に
お
い
て
は
中
国
の
類
書
『
太
平
庚
記
』

は
極
め
て
重
要
な
素
材
源
で
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。

ま
た
そ
の
傍
証
と
し
て
、
了
意
の
肉
筆
写
本
と
さ
れ
る
『
太
上
感
応
編
説
定
』
（
貞
享
二
年
、

一
六
八
五
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
の
ち
に
詳

入
れ
、
同
類
の
話
が
『
太
平
康
記
』
巻

述
す
る
）
を
挙
げ
た
い
。
こ
の
書
の
『
太
上
感
応
編
』
巻
三
第
一
に
関
す
る
注
釈
部
分
の
余
白
に

「
元
稚
宗
」
に
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。 「
元
稚
宗

太
平
康
記
」
と
了
意
は
書
き



な
お
、
『
伽
縛
子
』
の
続
編
で
あ
る
翻
案
怪
異
小
説
『
狗
張
子
』
〈
元
録
五
年
、

一
六
九
二
刊
）
に
お
い
て
は
、
了
意
は
『
太
平
康
記
』
を

引
用
し
た
と
明
記
し
て
い
な
い
が
、
実
際
に
『
太
平
鹿
記
』
を
原
拠
と
し
た
こ
と
が
す
で
に
麻
生
磯
次
、
冨
士
昭
雄
氏
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
『
狗
張
子
』
の
4
5
の
説
話
の
う
ち
、
『
前
野
燈
新
話
』
、
『
勢
燈
余
話
』
を
原
拠
と
す
る
も
の
を
除
き
、
残
り
殆
ど
（
1
8
話
）
が

『
太
平
康
記
』
に
見
出
せ
る
。
し
か
も
、
あ
る
文
献
は
『
太
平
康
記
』
に
し
か
載
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
『
狗
張
子
』
巻
三
の
一

「
伊
原
新

三
郎
蛇
酒
を
飲
」
は
唐
の
裳
釧
撰
の
『
伝
奇
』
「
塵
漏
」
の
逐
語
訳
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
伝
奇
』
の
原
本
は
早
佼
し
、

『
太
平
康
記
』
に
の
み
そ
の
倹
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
『
伽
稗
子
』
の
場
合
、
は
た
し
て
類
書
『
太
平
康
記
』
を
原
拠
と
し
て
引
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
『
伽
稗
子
』
の
6
8

の
説
話
の
う
ち
『
鄭
燈
新
話
』
、
『
鄭
燈
余
話
』
を
原
拠
と
す
る
も
の
を
除
い
た
4
8
話
を
『
太
平
康
記
』
と
対
照
し
て
、
調
べ
た
結
果
、
少

『
伽
稗
子
』

『
太
平
康
記
』
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な
く
と
も
3
1
の
説
話
が
『
太
平
康
記
』
に
載
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

ー
・
巻
三
の
一
、
「
妻
の
夢
を
夫
面
に
見
る
」

巻
二
八
二
、
「
張
生
」
（
集
異
記
）

2
・
巻
四
の
二
、
「
一
睡
三
十
年
の
夢
」

巻
二
八
一
、
「
桜
桃
青
衣
」
原
典
名
な
し

3
・
巻
四
の
四
、
「
入
棺
之
戸
建
佐
」

巻
三
八
三
、
「
顔
幾
」
（
捜
神
記
）

4
・
巻
四
の
五
、
「
幽
霊
逢
夫
話
」

巻
三
三
二
、
「
唐
阿
」
（
通
幽
記
）

5
・
巻
五
の
一
、
「
和
銅
銭
」

巻
四

O
五
、
「
辱
元
本
」
（
博
異
志
）

6
・
巻
五
の
三
、
「
焼
く
亡
有
定
限
」

巻
二
ハ
三
、
「
歴
陽
姐
」
（
独
異
志
）

7
・
巻
六
の
て
「
伊
勢
兵
庫
仙
境
」

巻
一
八

「
元
蔵
幾
」
（
杜
陽
雑
編
）



8
・
巻
六
の
二
、
「
長
生
の
道
士
」

9
・
巻
六
の
四
、
「
妹
の
鏡
」

1
0
・
巻
七
の
一

「
絵
馬
之
佐
」

1
1
・
巻
七
の
二
「
廉
直
頭
人
死
司
官
職
」

1
2
・
巻
七
の
三
「
飛
加
藤
」

1
3
・
巻
七
の
四
「
中
有
形
化
契
」

1
4
・
巻
七
の
五
「
死
亦
契
」

1
5
・
巻
七
の
七
「
雪
白
明
神
」

1
6
・
巻
八
の
一

「
長
髪
国
」

1
7
・
巻
九
の
一

「
狐
偽
て
人
に
契
る
」

1
8
・
巻
九
の
二
「
下
界
の
仙
境
」

1
9
・
巻
九
の
四
「
人
面
癌
」

2
0
・
巻
杜
の
一

「
守
宮
の
妖
」

2
1
・
巻
杜
の
二
「
妬
婦
水
神
と
な
る
」

2
2
・
巻
の
杜
三
「
祈
て
幽
霊
に
契
る
」

2
3
・
巻
十
の
四
「
痛
の
術
」

2
4
・
巻
十
一
の
五
「
魂
鋭
吟
」

巻
四
八

「
軒
鞍
先
生
」
（
杜
陽
雑
編
）

巻
四
七
六
、
「
蘇
湛
」
（
酉
陽
雑
姐
）

巻
二
八

O
、
「
劉
金
復
」
（
纂
異
記
）

巻
四
七
六
、
「
蘇
留
」
（
王
隠
晋
書
〉

巻
一
九
四
、
「
昆
崩
奴
」
（
伝
奇
）

巻
三
三
四
、
「
王
玄
之
」
（
廉
異
記
）

巻
三
四
二
、
「
華
集
参
軍
」
（
乾
牒
子
）

巻
三
五
六
、
「
馬
嫁
」
（
博
異
志
）
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巻
四
六
九
、
「
長
髭
国
」
（
西
陽
雑
組
）

巻
三
三
九
、
「
屋
書
生
」
（
博
物
志
〉

巻
二

O
、

「
陰
隠
客
」
（
博
物
志
）

巻
二
二

O
、
「
候
又
玄
」
（
酉
陽
雑
組
）

巻
四
七
六
、
「
守
宮
」
（
酉
陽
雑
姐
）

巻
二
七
二
、
「
段
氏
」
（
伝
奇
）

巻
三
四
七
、
「
曽
季
衡
」
（
伝
奇
）

巻
一
九
六
、
「
田
膨
郎
」
（
劇
談
録
）

巻
三
五
八
、
「
蓑
洪
」
（
集
異
記
）



2
5
・
巻
十
一
の
録
「
魚
贈
の
佐
」

巻
二
二

O
、
「
劉
録
事
」
（
酉
陽
雑
姐
〉

2
6
・
巻
十
二
の
五
「
盲
女
を
憐
れ
み
報
を
得
」
巻
一
一
六
、
「
飽
子
都
」
（
独
異
志
）

2
7
・
巻
十
三
の
一

「
天
狗
塔
中
棲
」

巻
三
五
七
、
「
丘
濡
」
（
酉
陽
雑
姐
）

2
8
・
巻
十
三
の
三
「
蛇
痕
の
中
よ
り
出
」

巻
二
二

O
、
「
刀
俊
朝
」
（
玄
怪
録
）

2
9
・
巻
十
三
の
四
「
伝
戸
棲
去
」

巻
八
五

「
徐
明
府
」
（
稽
神
録
）

3
0
・
巻
十
三
の
五
「
随
転
力
量
」

巻
二
六
四
、
「
李
宰
之
」
（
北
夢
現
言

3
1
・
巻
十
三
の
八
「
馬
人
語
を
な
す
佐
異
」

巻
四
三
六
、
「
東
市
人
」
（
酉
陽
雑
組
〉

こ
の
う
ち
に
は
、
『
玄
怪
録
』
（
唐
・
牛
僧
儒
）
、
『
伝
奇
』
（
唐
・
蓑
釧
）
、
『
通
幽
記
』
（
唐
・
陳
郁
〉
な
ど
散
侠
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
『
玄
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怪
録
』
と
『
通
幽
記
』
は
『
伝
奇
』
と
同
じ
く
『
太
平
康
記
』
に
の
み
一
部
佼
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
了
意
が
こ
れ
ら
の
原
書
を
見
た
可

能
性
は
殆
ど
な
い
と
思
う
。

次
に
『
太
平
康
記
』
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
宋
の
太
平
興
国
三
年
（
九
七
八
）
に
撰
集
さ
れ
、
漢
代
よ
り
宋
代
に
か
け
て
の

小
説
の
殆
ど
を
収
録
し
た
怪
異
小
説
集
大
成
と
も
呼
ぶ
べ
き
『
太
平
康
記
』
は
、
最
初
平
安
末
期
の
藤
原
孝
範
の
『
明
文
抄
』
に
そ
の
名
が

見
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の
惟
宗
時
俊
の
『
医
家
千
文
字
』
に
は
『
太
平
康
記
』
の
説
話
を
1
4
話
も
引
用
し
て
、
全
文
の
か
な
り
の
分
量
を
し

め
て
お
り
、

し
か
も
引
用
文
は
殆
ど
原
文
と
一
致
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
子
供
を
対
象
と
す
る
教
科
書
と
さ
れ
る
南
北
朝
の

『
異
制
庭
訓
往
来
』
に
も
『
太
平
康
記
』
の
名
が
現
れ
る
。
五
山
文
学
の
高
僧
で
あ
る
義
堂
周
信
の
日
記
に
は
『
太
平
康
記
』
の
説
話
が
二

箇
所
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
抄
本
も
現
存
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
『
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
に
『
太
平
康
記
』
は
購
入
本

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
了
意
よ
り
二
十
数
才
年
上
の
儒
学
者
林
羅
山
（
一
五
八
三
l

一
六
七
五
）
の
読
書
目
録
に
は
『
太
平
康
記
』
を



記
入
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
現
在
、

日
本
の
数
多
く
の
図
書
館
で
は
中
国
で
最
古
と
さ
れ
て
い
る
明
版
『
太
平
贋
記
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

の
も
『
太
平
康
記
』
の
日
本
で
の
流
布
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
、
室
町
時
代
、
僧
侶
渡
航
に
よ
る
宋
、

元
版
書
籍
の
大
量
輸
入
、

江
戸
慶
長
帰
以
降
書
物
の
流
通
の
事
情
を
考
え
て
、
了
意
が
直
接
『
太
平
康
記
』
を
利
用
し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
渡
辺
守
邦
氏
は
「
浅
井
了
意
〈
伽
稗
子
〉
」
に
お
い
て
『
伽
稗
子
』
の
出
典
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

そ
れ
（
『
勇
燈
新
話
』
、
『
勢
燈
余
話
』
を
指
す
｜
筆
者
）
以
外
の
出
典
と
し
て
、
段
成
式
撰
『
諾
皐
記
』
、
鄭
還
古
撰
『
博
異
志
』
そ
の

他
の
伝
奇
小
説
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
が
『
説
郭
』
に
書
名
を
見
出
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
『
伽
稗
子
』
が
『
弗
燈
新
話
』
お
よ
び

『
説
郭
』
を
利
用
し
て
の
、
中
国
伝
奇
小
説
集
の
翻
案
で
あ
っ
た
、
と
す
る
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
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だ
が
、
紙
面
の
都
合
の
た
め
具
体
的
論
証
は
な
さ
っ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
『
説
郭
』
に
は
元
末
明
初
の
人
陶
宗
儀
撰
一

O
O巻
本
と
明
の
陶

延
重
校
本
一
二

O
巻
本
と
が
あ
る
。
陶
宗
儀
撰
一

O
O巻
本
の
成
立
は
明
洪
武
三
年
（
一
三
七

O
）
以
前
で
あ
る
（
明
史
稿
列
伝
二
ハ
一
に

よ
る
と
序
を
書
い
た
楊
維
禎
が
洪
武
三
年
卒
と
し
て
い
る
）
。
し
か
し
、
原
本
は
早
佼
し
、
都
文
博
が
明
の
弘
治
九
年
（
一
四
九
七
）
に
書
い

た
重
校
序
に
よ
れ
ば
当
時
そ
の
原
書
が
す
で
に
見
え
な
か
っ
た
。
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
張
宗
祥
が
六
種
の
明
抄
本
を
校
正
し
、
上
海

の
商
務
印
書
館
よ
り
出
版
さ
れ
、

や
っ
と
陶
宗
儀
一

O
O巻
本
の
旧
に
復
し
た
。
従
っ
て
、
了
意
が
陶
宗
儀
の
『
説
郭
』
を
見
る
の
は
殆
ど

不
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
張
宗
祥
校
の
商
務
印
書
館
陶
宗
儀
一

O
O巻
本
の
目
録
を
『
伽
牌
子
』
の
出
典
書
名
と
比
べ
て
も
1

6
種
の
中
5
種
し
か
見
当
た
ら
ず
、
渡
辺
氏
が
あ
げ
ら
れ
た
段
成
式
の
『
諾
皐
記
』
も
見
え
な
い
。
恐
ら
く
氏
が
指
摘
さ
れ
た
『
説
郭
』
は

陶
延
重
校
の
一
二

O
巻
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
は
明
・
崇
禎
五
年
三
六
三
五
）
以
後
に
重
校
さ
れ
た
が
、
明
版
『
説
郭
裏
』
の
笑
未
（
崇



一
六
四
三
）
冬
至
編
者
の
序
に
「
元
季
陶
九
成
取
古
今
書
。
漬
二
千
家
。
前
期
其
五
。
名
説
郭
：
：
：
献
歳
坊
遊
。
方
耳
其
書
。
京

折
初
届
。
坐
者
払
灯
持
然
。
未
肯
許
梢
目
。
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
崇
禎
末
年
に
は
陶
延
重
校
本
『
説
郭
』
は
相
当
珍
し
い
存
在
で
あ
っ
た
こ

禎
十
六
年
、

と
が
分
か
る
。
現
在
の
通
行
本
は
こ
の
版
本
で
は
な
く
、
清
の
李
際
期
重
校
説
郭
小
序
、

王
応
昌
重
校
説
郭
序
の
あ
る
清
順
治
四
年
（
一
六

四
七
）
刊
本
で
あ
る
。
（
『
舶
載
書
目
』
に
登
録
さ
れ
る
『
説
郡
』
も
清
順
治
本
で
あ
る
。
）
日
本
の
図
書
館
で
所
蔵
さ
れ
る
『
説
郭
』
は
殆
ど

こ
の
清
順
治
四
年
の
版
本
で
、
陶
廷
刊
本
と
み
ら
れ
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
李
、

王
の
序
に
よ
れ
ば
、
陶
廷
重
校
本
の
原
本
刊
版
は
辛

酉
（
天
啓
元
年
、

一
六
二
一
）
武
林
大
火
で
焼
き
失
わ
れ
た
た
め
、
順
治
四
年
に
李
際
期
が
華
容
孫
氏
の
善
本
に
よ
り
重
校
刊
行
し
た
の
で

あ
る
。
実
際
に
大
火
で
原
本
刊
版
は
完
全
に
失
わ
れ
た
か
否
か
も
疑
を
存
す
る
が
、
当
時
、
中
国
で
は
陶
廷
『
説
郭
』
刊
本
が
す
で
に
非
常

に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
題
に
戻
る
が
、

た
と
え
、
了
意
が
『
説
郭
』
を
見
得
た
と
し
て
も
、
順
治
四
年
刊
（
一
六
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四
七
）
李
際
期
本
の
可
能
性
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
了
意
の
引
用
書
目
に
は
『
説
郭
』
の
名
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
寛
文
六
年

（
二
ハ
六
六
）
に
『
伽
稗
子
』
を
書
い
た
時
、
実
際
に
李
際
期
重
校
本
『
説
郭
』
が
机
辺
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

陶
廷
本
『
説
郭
』
は
陶
崇
儀
本
の
『
説
郭
』
と
は
編
集
態
度
が
根
本
的
に
違
っ
て
、
当
時
伝
本
が
あ
る
か
な
い
か
を
無
視
し
て
、
陶
崇
儀

本
に
な
い
も
の
を
各
種
の
類
書
か
ら
集
め
て
い
る
た
め
陶
廷
本
に
の
み
収
録
さ
れ
る
書
は
七
百
十
九
種
と
な
っ
て
い
る
。
『
興
燈
新
話
』
の

引
用
書
名
1
6
種
の
多
く
は
陶
廷
本
『
説
郭
』
に
見
出
さ
れ
る
が
、
な
お
『
異
疾
志
』
、
『
墨
昆
掃
伝
』
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
引
用
書

の
『
才
鬼
記
』
の
名
は
陶
廷
本
『
説
郭
』
の
目
録
に
見
え
る
が
本
文
を
読
ん
で
み
る
と
、
内
容
が
異
な
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
『
伽
稗

子
』
の
『
霊
鬼
志
』
よ
り
六
話
も
引
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
陶
廷
本
『
説
郭
』
に
あ
る
晋
・
萄
氏
撰
『
霊
鬼
記
』
に
お
い

て
は
「
独
孤
穆
」

一
篇
の
説
話
の
み
載
っ
て
い
て
、
『
伽
稗
子
』
の
原
拠
と
す
る
六
話
が
見
出
せ
な
い
。
こ
の
六
話
は
唐
・
常
折
撰
と
さ
れ
る

『
霊
鬼
志
』
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
杜
撰
で
あ
る
。
此
の
六
話
の
原
拠
が
唐
・
常
折
撰
の
『
霊
鬼
志
』
で
あ
る
こ
と
は
宇



佐
美
氏
が
便
宜
的
に
清
・
陳
蓮
塘
の
乾
隆
年
間
編
集
の
『
唐
人
説
菅
』
、
別
名
『
唐
代
叢
書
』
と
い
う
類
書
に
よ
り
調
べ
て
指
摘
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
実
際
に
は
『
唐
人
説
嘗
』
の
収
録
し
た
『
霊
鬼
志
』
は
陳
蓮
塘
に
よ
り
『
太
平
康
記
』
の
若
干
の
説
話
と
ほ
か
の
説
話
を
集
め
て
一

巻
に
し
、
勝
手
に
唐
・
常
折
撰
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
六
話
の
本
当
の
原
拠
は
『
太
平
康
記
』
の
巻
三
三
二
の

「
唐
府
」
、
巻
二
八

O
の

「
劉
金
復
」
、
巻
四
七
六
「
蘇
湛
」
、
巻
三
三
四
の

「
王
玄
之
」
、
巻
三
四
二
の

「
華
州
参
軍
」
、
巻
三
三
九
「
屋
書
生
」

で
あ
る
。
以
上
述
べ

た
よ
う
に
『
説
郭
』
を
『
伽
牌
子
』
の
翻
案
出
典
と
す
る
に
は
種
種
の
問
題
が
残
る
。
前
述
し
た
了
意
と
『
太
平
康
記
』
の
関
わ
り
を
考
え

る
と
、
『
勢
燈
新
話
』
、
『
弟
燈
余
話
』
の
ほ
か
に
、
『
伽
稗
子
』
の
主
要
翻
案
原
拠
は
、
『
説
郭
』
で
は
な
く
、
『
太
平
康
記
』
で
あ
る
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。一一一、
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さ
て
、
『
太
平
康
記
』
を
原
拠
と
し
た
『
伽
牌
子
』
の
翻
案
説
話
に
お
い
て
は
中
国
道
教
の
受
容
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
次
に
、
『
伽
牌

子
』
巻
六
の
二
「
長
生
の
道
土
」
を
、
原
拠
で
あ
る
『
太
平
康
記
』
巻
四
十
八
「
軒
鞍
先
生
」
と
比
較
し
て
、
具
体
的
に
論
じ
て
み
た
い
。

「
長
生
の
道
士
」

の
話
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

里
見
義
弘
は
岩
田
万
自
と
い
う
老
人
に
会
っ
た
。
老
人
は
数
百
歳
を
超

え
た
が
、
顔
色
は
ま
だ
五
十
才
に
見
え
る
。
彼
は
十
八
歳
の
こ
ろ
、
仙
人
に
会
い
、
青
丹
を
食
い
、
長
生
術
を
教
え
ら
れ
、

山
に
修
業
に

行
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
話
を
聞
い
て
、
義
弘
は
自
分
も
長
生
術
を
覚
え
た
い
と
思
い
、
老
人
に
教
っ
た
。
そ
し
て
老
人
に
ご
馳
走
を
し

た
。
し
か
し
、
席
上
、
老
人
は
何
も
食
わ
ず
、
酒
ば
か
り
飲
ん
で
酔
っ
た
色
を
見
せ
な
い
。
こ
れ
を
見
て
、
そ
ば
に
い
る
女
性
た
ち
が
笑
っ

た
。
老
人
は
怒
っ
て
、
仙
術
で
若
い
女
性
た
ち
を
た
ち
ま
ち
老
婆
に
変
身
さ
せ
た
。
義
弘
は
老
人
を
殺
そ
う
と
し
た
が
す
ぐ
見
破
ら
れ
た
。

老
人
は
五
百
月
あ
と
、
必
ず
災
い
が
訪
れ
る
と
書
い
て
姿
を
消
し
た
。
そ
れ
を
よ
く
見
る
と
、
「
百
」
の
字
は
「
箇
」
と
な
っ
て
い
る
。
五
ケ



月
あ
と
、
義
弘
は
氏
康
に
大
敗
し
た
。
以
上
、
こ
の
話
は
原
拠
「
軒
鞍
先
生
」
と
大
筋
は
ほ
ぼ
同
様
で
、
逐
語
訳
の
部
分
も
見
ら
れ
る
、

O
年
過
数
百
。
顔
色
不
表
。
立
於
床
前
。
則
目
光
可
長
数
尺
。

（叩）

‘一ー

さ
ら
に
数
百
歳
に
及
ぶ
と
い
ふ
て
、
年
の
数
を
お
ぼ
え
ず
。
髪
髭
は
白
き
を
変
じ
て
黄
金
糸
の
ご
と
く
、
眼
の
色
碧
く
耳
な
が
し
。
顔

色
は
い
ま
だ
五
十
と
ば
か
り
の
男
に
て
、
髪
は
垂
れ
て
座
す
れ
ば
地
に
た
ま
り
、
名
を
と
へ
ば
岩
田
万
自
と
号
す
。
（
中
略
）
両
眼
の
色
青
く

な
り
て
ひ
か
り
あ
り

よ
く
閣
の
中
に
も
も
の
見
る
べ
し
。

（日）

O
集
白
。
綴
撃
色
。
去
滋
味
。
哀
楽
如
一
。
徳
施
無
偏
。
自
然
輿
天
地
合
徳
。

日
月
斉
明
。

‘一ー

こ
た
へ
て
い
は
く
、

心
を
し
づ
め
て
わ
が
物
と
し
、
色
遠
ざ
か
り
欲
を
は
な
れ
、
あ
、
ち
は
ひ
う
ま
き
食
を
し
り
ぞ
け
、

た
の
し
み
か
な

11 

し
み
た
X

こ
れ
ひ
と
つ
に
し
て
心
に
と
父
め
ず
、
徳
を
ほ
ど
こ
し
て
か
た
お
ち
な
く
ば
、
自
然
に
天
地
の
め
ぐ
み
か
な
ひ
、

日
月
と
ひ
と
し

く
寿
な
が
く
待
べ
ら
ん
。

O
四
十
年
。
但
十
字
跳
脚
。
宣
宗
笑
白
。
朕
安
望
四
十
年
乎
。
乃
長
駕
。
乃
十
四
年
也
。

‘一ー

五
百
月
は
四
十
余
年
也
。
我
が
な
ん
ぞ
そ
れ
ま
で
の
命
あ
ら
ん
や
と
。
然
る
を
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、

百
の
字
に
は
あ
ら
で
箇
の
字
な
り
。

果
た
し
て
五
ヶ
月
の
後
、
北
条
氏
康
の
た
め
に
鵠
野
台
に
し
て
敗
漬
し
け
り
。

し
か
し
、

目
に
引
く
と
こ
ろ
は
了
意
が
原
拠
「
軒
鞍
先
生
」

の
題
名
を
は
っ
き
り
と
道
教
的
タ
イ
ト
ル
「
長
生
道
士
」

に
改
め
、

さ
ら
に

人
を
変
身
さ
せ
る
仙
術
を
描
く
原
拠
の
主
題
を
変
え
、

そ
の
筋
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
上
、
原
拠
に
な
い
長
生
術
に
関
す
る
内
容
を
大
幅
に



付
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
付
加
内
容
は
翻
訳
説
話
の
半
分
に
も
達
し
、
全
話
の
筋
は
原
拠
よ
り
は
る
か
に
豊
富
に
な
っ
た
。

道
教
は
神
仙
思
想
を
中
心
に
、
老
荘
思
想
、
易
学
、
占
ト
な
ど
の
信
仰
に
基
づ
き
成
立
し
た
中
国
土
着
宗
教
で
あ
り
、
人
間
の
現
世
利
益

を
重
視
す
る
。

不
老
長
生
を
目
的
と
す
る
長
生
術
は
道
教
で
は
極
め
て
独
特
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
謂
え
ば
、
道
教
の
長
生

術
は
辞
穀
、
服
餌
、
調
息
、
導
引
、
房
中
術
か
ら
な
る
。
こ
の
長
生
術
の
代
表
的
著
書
の
道
教
の
重
要
教
典
、
晋
の
高
道
、
葛
洪
（
二
八

一一一1
三
四
三
〉
の
『
抱
朴
子
・
内
篇
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

断
穀
正
可
息
肴
糧
之
費
。

不
能
独
令
長
生
也
。
問
諸
曾
断
穀
積
久
者
。
云
差
少
病
痛
。
勝
於
食
穀
時
。
（
『
抱
朴
子
・
雑
応
』
）
（
ロ
）

即
ち
、
穀
を
断
つ
こ
と
は
長
生
に
な
る
の
み
で
な
く
糧
を
省
く
こ
と
に
も
な
る
。

し
か
し
、
人
間
は
断
穀
し
た
あ
と
病
が
消
え
、
食
穀
の
時

よ
り
元
気
が
よ
い
と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
長
生
の
道
士
」
V

」
＋

ι
、

、hu－
－
ιu

・
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五
穀
を
断
つ
。
更
に
飢
る
事
を
お
ぼ
え
ず
。
心
を
松
風
朗
月
に
う
そ
ぶ
き
、
滝
水
に
な
ぐ
さ
れ
ば
欲
も
な
く
怒
り
も
な
し
と
い
ふ
。

と
あ
る
。
こ
の
描
写
は
明
か
に
道
教
長
生
術
の
断
穀
の
事
で
あ
る
。
「
断
穀
」
の
た
め
に
は
、
草
根
、
木
皮
、
岩
石
類
で
作
っ
た
薬
を
飲
む
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
薬
を
飲
む
の
は
い
わ
ゆ
る
「
服
餌
」
で
あ
る
。
『
抱
朴
子
』
に
は
仙
薬
の
種
類
を
詳
し
く
挙
げ
、
と
く
に
松
葉
の
効
用

を
強
調
す
る
。

仙
薬
之
上
者
丹
砂
。
次
則
黄
金
。
次
則
白
銀
。
次
則
諸
芝
。
（
中
略
〉
次
則
石
中
黄
子
。
次
則
石
桂
。
次
則
石
英
。
次
則
石
脳
。
（
中

略
）
次
則
松
柏
脂
夜
苓
地
黄
（
中
略
）
婦
人
（
中
略
〉
食
松
葉
松
実
（
中
略
）
至
成
帝
之
世
三
百
許
歳
。
（
『
抱
朴
子
・
仙
薬
』
）

同
じ
「
服
餌
」
の
内
容
は
「
長
生
の
道
士
」
に
も
出
て
い
る

食
は
松
の
葉
を
と
り
夜
苓
を
く
ら
ひ
、
薬
は
又
兎
糸
子
、
茅
根
を
も
と
め
て
、

石
を
ね
り
て
膏
を
と
り
、
霜
も
煮
て
飴
と
な
し
、

百
花

の
露
を
凝
ら
し
て
こ
れ
を
ね
り
、

し
ば
し
ば
服
す
る
。



長
生
術
で
は
「
気
」
を
人
体
の
根
元
と
見
て
極
め
て
重
視
す
る
。
「
気
」
を
絶
え
ず
保
ち
充
実
す
る
時
は
長
生
で
き
る
。
方
法
と
し
て
は

「
調
息
」
、
「
導
引
」
、
最
も
重
要
な
の
は
房
中
術
で
あ
る
。
『
抱
朴
子
』
に
は

抱
朴
子
日
。
欲
求
神
仙
。
唯
当
得
其
至
要
。
至
要
者
在
於
保
精
行
気
。
（
中
略
〉
陰
陽
不
交
則
生
致
塞
関
之
病
。
故
幽
閏
怨
噴
多
病
爾
不

寿
也
。
任
情
嘩
意
。
又
損
年
命
。
唯
有
得
其
節
。
宣
之
之
和
。
可
以
不
損
。

と
あ
る
。
「
長
生
の
道
士
」

に
も
こ
れ
と
同
様
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
。

を
よ
そ
世
の
人
、
内
に
は
七
情
の
気
欝
滞
し
、
外
に
は
風
寒
暑
湿
に
陥
溺
し
、
色
を
ほ
し
ゐ
ま
ま
に
し
、
（
中
略
）
寿
命
此
故
に
縮
ま

り

つ
ゐ
に
百
年
を
た
も
つ
人
世
に
ま
れ
也
。

こ
こ
で
は
「
七
情
の
気
欝
滞
し
、
色
を
ほ
し
ゐ
ま
ま
に
し
」
を
「
寿
命
の
縮
ま
る
」
原
因
と
し
、
気
を
調
和
す
る
よ
う
な
房
中
術
の
肝
心
さ

知
亀
鶴
之
越
寿
。
故
効
其
道
。
引
以
増
年
。
且
夫
松
栢
枝
葉
興
衆
木
則
別
。
亀
鶴
体
児
輿
諸
虫
則
殊
。
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を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
抱
朴
子
』
に
は

と
あ
っ
て
、
鶴
と
亀
を
長
生
の
例
に
取
り
上
げ
て
の
べ
て
い
る
が
、
『
長
生
の
道
士
』
に
も
類
似
す
る
内
容
が
あ
る
。

汝
鶴
亀
を
見
ず
や
、
気
を
伏
し
て
息
を
し
ず
か
に
す
。
こ
の
故
に
神
気
耗
散
せ
ず
、
命
い
た
り
し
て
長
し
、

又
病
あ
る
こ
と
な
し
。

と
、
亀
と
鶴
を
例
に
し
て
、
導
引
の
重
要
性
を
示
し
た
。
『
抱
朴
子
・
内
篇
』
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
と
記
さ
れ
、
早
く
日
本
に
伝
来
し

た
書
で
あ
る
。
浅
井
了
意
は
「
長
生
の
道
士
」
を
翻
案
し
た
際
、
『
抱
朴
子
』
を
直
接
参
考
に
し
た
の
か
断
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、

『
抱
朴
子
』
に
示
し
た
よ
う
な
道
教
の
長
生
術
に
は
相
当
詳
し
い
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
と
、
「
長
生
の
道
土
」

の
翻
案
付
加
部
分
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
道
教
の
神
仙
三
品
思
想
即
ち
三
仙
の
こ
と
を
示
し
た
部
分
で
あ

る
。
『
抱
朴
子
』
は
三
仙
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
、



按
仙
経
云
。
上
土
挙
形
昇
虚
。
謂
之
天
仙
。
中
士
遊
遊
名
山
。
謂
之
地
仙
。
下
士
先
死
後
脱
。
謂
之
屍
解
仙
。

こ
の
三
仙
は
天
仙
は
玉
京
山
仙
境
に
住
む
上
位
の
仙
人
で
飛
行
自
由
で
あ
る
。
地
仙
は
諸
洞
天
、
十
洲
三
島
仙
境
に
住
む
中
位
の
仙
人
で
、

飛
行
で
き
な
い
が
長
生
不
死
で
あ
る
。
修
行
す
れ
ば
天
仙
に
も
な
れ
る
。
屍
解
仙
は
普
通
の
人
聞
が
長
生
不
死
の
薬
草
を
飲
ん
で
、
仙
境
に

入
っ
た
も
の
で
一
番
下
位
に
い
る
。
道
教
に
お
い
て
は
こ
う
い
っ
た
仙
位
に
よ
っ
て
、
仙
人
の
ク
ラ
ス
を
分
け
て
い
る
。
「
長
生
の
道
士
」
に

は
原
拠
の
な
い
人
物
｜
｜
老
人
に
仙
術
を
教
え
た
仙
人
が
新
し
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
了
意
が
道
教
の
神
仙
三
品
思
想
を
示

す
た
め
に
作
っ
た
人
物
で
あ
る
。
「
長
生
の
道
士
」

に
は
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
、

「
飛
行
自
在
な
る
こ
と
、

た
と
へ
万
乗
の
君
も
お
よ
ば

ず
」
ま
た
、
「
か
の
仙
人
、
我
を
め
し
つ
ら
れ
て
雲
を
か
け
り
、
太
山
の
峯
に
ゆ
く
」
と
。
「
飛
行
自
在
」

の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
、
天

仙
が
高
く
讃
え
ら
れ
た
。
「
か
の
仙
人
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
飛
行
自
在
の
上
位
仙
人
ー
ー
ー
天
仙
で
あ
る
。
因
み
に
「
太
山
」
と
は
則
ち
泰
山

に
仙
人
は
老
人
に
次
の
よ
う
に
教
え
た
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で
あ
り
、
道
教
聖
地
と
す
る
五
岳
の
筆
頭
で
あ
る
。
泰
山
を
司
る
泰
山
府
君
は
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
道
教
の
神
で
あ
る
。
さ
ら

一
千
年
に
し
て
、
骨
を
易
、

二
千
年
に
し
て
皮
を
蚊
け
、
毛
を
易
ベ
し
、
こ
れ
よ
り
、

二
度
形
を
と
ろ
へ
ず
、

よ
は
ひ
か
た
ふ
か
ず
命

更
に
限
り
あ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
れ
は
屍
解
仙
の
こ
と
を
明
白
に
言
っ
て
い
る
。
原
拠
に
は
主
人
公
は
ど
の
よ
う
な
仙
人
な
の
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
長
生
の
道
士
」

に
は
老
人
が
屍
解
仙
と
限
定
さ
れ
、
天
仙
も
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
神
仙
三
品
思
想
が
原
拠
よ
り
も
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に

「
長
生
の
道
士
」

で
付
加
さ
れ
た
部
分
は
全
く
道
教
長
生
術
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
特
に
こ
の
中
の

「
道
教
に
は
此
の

身
を
も
っ
て
大
な
る
う
れ
へ
の
も
の
と
す
」

の
ご
と
く
「
道
教
」
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
の
は
了
意
が
長
生
術
の
内
容
を

付
加
す
る
と
き
の
は
っ
き
り
と
し
た
道
教
意
識
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
作
者
は
原
拠
の
改
題
、

モ
チ
ー
フ
の
変
化
、



人
物
の
増
設
、
長
生
術
に
関
す
る
内
容
の
大
幅
の
増
加
に
よ
っ
て
、
翻
案
作
の
『
長
生
の
道
士
』
を
原
拠
「
軒
較
先
生
」
よ
り
一
層
道
教
化

さ
せ
た
。
指
摘
す
べ
き
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
『
伽
牌
子
』
の
『
太
平
康
記
』
に
基
づ
く
ほ
か
の
翻
案
説
話
に
も
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
伽
牌
子
』
巻
九
の
二
「
下
界
の
仙
境
」
で
あ
る
。
そ
の
原
拠
は
『
太
平
康
記
』
巻
二
十
の
「
陰
隠
客
」
で
あ
る
。
両
者
を
比
べ

『
太
平
康
記
』
巻
二
十

て
み
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
（
1
1
4
の
数
字
は
筆
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
。
）

『
伽
稗
子
』
巻
九
ノ
二

（
題
名
）

陰
隠
者

2
・
梯
仙
国

3
・
有
緋
衣
一
人
伝
勅
日

4 

・
然
方
得
仙
官
職
位
、
主
鎮
主
印
、
飛

行
自
在
。

（
題
名
）

下
界
の
仙
境

2
・
梯
仙
皇
真
宮

3
・
緋
き
装
束
に
金
の
冠
を
着
た
人
出
て
い

F
H
U
 

ふ
や
う
、
大
仙
玉
真
君
の
勅
定
に
は

4
・
仙
人
の
職
に
あ
づ
か
り
、
官
位
を
す
す

め
、
符
鎮
、
印
呪
、
薬
術
を
き
わ
め
、

飛
行
自
在
の
通
力
を
さ
と
り
待
べ
る
こ

と
な
り

書
き
換
え
、
説
話
の
道
教
的
内
容
を
強
調
し
た
。

ー
は
、
原
拠
の
タ
イ
ト
ル
は
た
だ
の
人
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
話
の
内
容
が
分
か
ら
な
い
。
了
意
は
そ
れ
を
「
下
界
の
仙
境
」
に

の
字
が

2
、
3
は
、
了
意
の
書
き
換
え
た
「
皇
真
宮
」
「
玉
真
君
」
に
い
ず
れ
も
「
真
」

入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
真
」
は
道
教
と
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
。
「
真
」
と
は
あ
り
の
ま
ま
、
道
家
荘
子
の
思
想
を
代
表
す
る
。
道
、
妙

理
。
真
人
者
、
道
を
悟
る
人
。
仙
人
が
形
を
変
じ
て
、
天
に
昇
こ
と
。
天
、
道
家
で
い
う
理
想
の
境
地
。
道
経
等
の
意
味
が
あ
る
（
『
大
漢
和



辞
典
』
諸
橋
轍
次
編
、
大
修
館
）
。
因
み
に
「
大
仙
」
「
真
君
」
は
仙
人
を
称
す
る
典
型
的
な
道
教
の
名
称
で
あ
る
。

4
に
は
、
了
意
が
原
拠

に
な
い
「
薬
術
」
を
加
え
た
。
薬
術
と
は
道
教
の
長
生
術
の
こ
と
で
あ
る
。

か
く
な
る
上
は
了
意
自
身
の
道
教
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仏
教
徒
の
彼
に
と
っ
て
、
道
教
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

ら
れ
た
の
か
。
中
国
の
道
教
で
は
、
宋
代
以
降
、
釈
、
儒
、
道
三
教
合
一
の
傾
向
が
現
れ
、
さ
ら
に
明
代
に
な
る
と
三
教
合
一
思
想
が
流
行

し
、
民
衆
的
宗
教
思
想
に
発
展
し
た
。
前
述
の
『
太
上
感
応
篇
説
定
』
の
「
誹
誘
賢
聖
書
」
に
関
す
る
注
釈
部
分
の
余
白
に

「
三
教
一
致

論
」
と
の
了
意
の
書
き
入
れ
が
見
え
る
。
三
教
合
の
一
思
想
は
了
意
の
仏
書
『
法
林
樵
談
』
（
貞
享
三
年
、

一
六
六
八
刊
）
に
も
示
さ
れ
て
い

る

惟
ミ
ル
ニ
儒
釈
道
ヲ
三
教
ト
謂
フ
。
其
ノ
立
法
ハ
倶
一
一
改
悪
行
善
棄
邪
顕
正
ヲ
以
テ
要
ト
ス
。
（
中
略
）
夫
三
教
ノ
至
道
寧
ロ
文
字
言
詞

ル
ニ
似
タ
リ
。

円。

ノ
問
ダ
ニ
翻
朔
シ
テ
究
極
ス
ル
コ
ト
ヲ
待
者
ナ
ラ
ン
ヤ
。
蓋
シ
三
教
ノ
至
理
ハ
斉
シ
ク
道
本
ニ
帰
ル
ニ
在
テ
帰
ス
ル
所
ロ
且
ク
深
浅
有

即
ち
、
了
意
は
三
教
合
一
の
思
想
に
基
づ
き
、
改
悪
行
善
棄
邪
顕
正
の
為
の
法
と
し
て
仏
教
と
同
様
に
道
教
を
受
け
と
め
た
の
で
あ
る
。
仏

教
唱
導
の
為
に
道
教
的
怪
異
説
話
翻
案
し
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
三
教
合
一
思
想
か
ら
出
発
し
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
背
後
に
は
江
戸
時
代
前

期
に
お
け
る
道
教
の
影
響
が
窺
え
る
。
了
意
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
の
文
人
の
多
く
は
道
教
か
ら
か
な
り
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
陽
明
学
の
祖

で
あ
る
中
江
藤
樹
ご
六

O
八
｜
一
六
四
八
）
は
『
太
上
天
尊
太
乙
神
経
序
』
を
書
き
、
自
ら
道
教
の
太
乙
神
を
祭
っ
て
い
た
。
貝
原
益
軒

三
六

O
九
l
一
六
七
七
）
は
道
教
の
『
陰
騰
文
』
を
読
み
、
『
養
成
訓
』
を
著
し
た
。
谷
口
一
雲
（
一
六
二
六
｜
一
七
二

O
〉
は
自
ら
道
士

を
任
じ
、
弟
子
に
道
教
の
講
義
を
し
て
、
『
太
上
感
応
篇
』
等
道
教
教
典
を
筆
写
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
の
道
教
の
主
な
影
響
は
や
は
り

中
国
明
末
清
初
、
道
教
の
民
衆
化
の
た
め
に
作
っ
た
勧
善
懲
悪
を
説
く
書
物
｜
｜
善
書
の
大
量
伝
来
で
あ
る
。
こ
の
中
、

日
本
の
文
学
、
思



想
、
道
徳
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
善
書
『
明
心
宝
鑑
』
、
『
迫
吉
録
』
、
『
勧
戒
全
書
』
お
よ
び
『
太
上
感
応
篇
』
で
あ
る
。
『
太
上

感
応
篇
』
は
善
書
の
中
心
と
も
言
う
べ
き
道
教
の
教
典
で
あ
り
、
江
戸
か
ら
明
治
ま
で
度
重
ね
て
翻
刻
、
校
注
さ
れ
た
。
そ
の
『
太
上
感
応

篇
』
を
直
接
読
ん
だ
の
み
で
な
く
、
精
力
的
に
自
ら
注
釈
を
抄
写
し
た
『
太
上
感
応
篇
説
定
』
は
ま
さ
に
了
意
の
道
教
と
の
深
い
か
か
わ
り

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
（
こ
の
写
本
に
つ
き
、
北
条
秀
雄
氏
は
原
本
を
詳
し
く
調
べ
、
了
意
の
自
筆
だ
と
断
定

さ
れ
た
。
中
国
の
書
籍
に
は
同
名
の
校
注
本
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
『
太
上
感
応
篇
説
定
』
は
た
だ
の
写
本
だ
け
で
な
く
、
当
時
『
太
上
感

応
篇
』
に
関
す
る
諸
注
を
集
成
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
）
江
戸
時
代
に
仏
教
徒
に
よ
っ
て
日
本
に
将
来
し
た
道
教
の
善
書
が
仏
教
で
あ
る
了

意
自
身
の
思
想
に
融
合
し
て
こ
そ
、
了
意
の
翻
案
怪
異
小
説
の
道
教
化
は
も
た
さ
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

了
意
が
『
太
上
感
応
篇
説
定
』
を
抄
写
し
た
の
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
で
、

い
わ
ば
八
十
代
、
老
年
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
、
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了
意
の
道
教
と
の
関
わ
り
は
彼
の
仮
名
草
子
の
創
作
生
涯
を
貫
い
て
い
た
。
そ
の
代
表
的
仮
名
草
子
作
品
は
い
ず
れ
も
道
教
の
善
書
と
関
係

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
『
堪
忍
記
』
は
善
書
『
迫
士
口
録
』
の
内
容
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
の
『
浮
世
物
語
』
に
は
善
書
『
明
心
宝
鑑
』
よ
り
の
引
用
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
『
浮
世
物
語
』
の
巻
五
の
七

了
意
の
最
初
の
仮
名
草
子
作
品
、

「
浮
世
一
房
脱
た
る
事
」
は
了
意
の
道
教
思
想
の
影
響
を
示
す
好
例
で
あ
る
。
心
急
な
浮
世
房
が
修
行
も
せ
ず
に
い
き
な
り
飛
行
自
在
な
仙
人

に
な
ろ
う
と
し
、
失
敗
に
終
わ
る
こ
の
説
話
は
完
全
に
道
教
の
求
仙
の
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
「
玉
瞳
、
金
紫
、
交
梨
、

火
薬
」
「
松
脂
、
夜
苓
」
な
ど
「
不
老
長
生
の
法
を
得
」
る
た
め
の
「
仙
薬
」
の
名
、
ま
た
「
天
仙
、
飛
仙
、
鋭
仙
」
の
よ
う
な
言
葉
が
随
所

に
見
出
さ
れ
、
す
べ
て
神
仙
三
品
思
想
、
長
生
術
な
ど
道
教
と
関
係
す
る
内
容
ば
か
り
で
あ
る
。

中
国
文
学
は
歴
史
的
に
見
れ
ば
土
着
宗
教
｜
｜
道
教
と
関
わ
っ
て
い
る
。
特
に
怪
異
小
説
の
発
生
、
発
展
、
隆
盛
に
お
い
て
は
道
教
は
終



始
深
く
関
係
し
て
い
る
。
『
四
庫
提
要
』
巻
一
四
六
道
家
類
小
序
に
は
、

後
世
神
怪
之
迩
。
多
附
於
道
家
。
道
家
亦
自
持
其
異
。
如
神
仙
伝
、
道
教
霊
験
記
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
国
怪
異
小
説
の
繁
盛
期
で
あ
る
貌
晋
南
北
朝
に
は
数
多
く
の
怪
異
小
説
の
作
者
自
身
が
道
士
或
い
は
陰
陽
五
行
を
好

む
者
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
葛
洪
（
『
神
仙
伝
』
）
、
陶
弘
景
（
『
周
氏
冥
通
記
』
）
、
王
浮
（
『
神
異
記
』
）
、
王
嘉
（
『
拾
遺
記
』
）
等
は
皆
著
名
な

道
士
で
あ
り
、
張
華
（
『
博
物
志
』
）
、
干
宝
（
『
捜
神
記
』
）
、
郭
濃
（
『
玄
中
記
』
）
等
は
陰
陽
五
行
家
と
称
さ
れ
る
。
『
太
平
康
記
』
に
は
大
量

の
道
教
関
係
の
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
も
道
教
の
怪
異
小
説
に
対
す
る
深
い
関
わ
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
『
太

平
康
記
』
の
道
教
的
怪
異
説
話
を
翻
案
し
た
近
世
翻
案
怪
異
小
説
の
祖
と
も
い
う
べ
き
『
伽
稗
子
』
、
そ
し
て
そ
れ
に
倣
っ
て
書
か
れ
た
近
世

怪
異
小
説
を
研
究
す
る
時
、
仏
教
の
み
で
な
く
、
道
教
の
影
響
も
視
野
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
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鈴
木
暢
幸
氏
『
江
戸
時
代
小
説
史
』
（
昭
和
7
）

宇
佐
美
喜
三
人
氏
「
『
伽
稗
子
』
に
お
け
る
翻
訳
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
十
二
巻
第
三
号
）

渡
辺
守
邦
氏
「
浅
井
了
意
〈
伽
縛
子
〉
」
（
『
国
文
学
』

3
7
巻
第
9
号
8
月
号
1
9
9
2
・
8
）

花
田
富
二
夫
氏
「
『
新
語
園
』
と
類
書

l
l了
意
読
了
漢
籍
へ
の
示
唆
」
（
『
近
世
文
芸
』
三
十
三
号
）

麻
生
磯
次
氏
『
江
戸
文
学
と
支
那
文
学
』
（
昭
和
2
1
）

冨
土
昭
雄
氏
「
浅
井
了
意
の
方
法
l
l狗
張
子
の
典
拠
を
中
心
に
」
（
「
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
」
十
一

高
橋
昌
明
氏
『
酒
呑
童
子
の
誕
生
』
（
中
公
新
書
1
0
8
1
1
9
9
2
・
6

中
央
公
論
社
）

倉
田
淳
之
助
氏
「
『
説
郡
』
版
本
諸
説
と
私
見
」
（
『
創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

李
剣
国
氏
『
唐
前
志
怪
小
説
史
』
（
南
開
大
学
出
版
社

1
9
8
4
）

昭
和
4
6
・
1
0）



（叩）
（日）
（ロ〉
（日）
（日〉
〈日）

『
太
平
廉
記
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、

1
9
5
9
）
本
稿
の
『
太
平
贋
記
』
の
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
刊
本
に
よ
る
。

『
伽
稗
子
』
（
江
本
裕
校
訂
、
東
洋
文
庫
4
8
0
）
本
稿
の
『
伽
牌
子
』
の
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
校
本
に
よ
る
。

『
抱
朴
子
内
篇
』
中
華
書
局
、

1
9
8
5
、
宋
刻
本
影
印
版
）
本
稿
の
『
抱
朴
子
内
篇
』
の
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
刊
本
に
よ
る
。

中
村
嘩
八
氏
「
日
本
の
道
教
」
〔
『
道
教
3

道
教
の
伝
播
』
平
河
出
版
社

1
9
8
3
）

北
条
秀
雄
氏
『
新
修
浅
井
了
意
』
（
笠
間
書
院
昭
和
4
9）

前
田
金
五
郎
氏
「
浮
世
物
語
雑
考
」
（
『
国
語
国
文
』

3
4
1
6
）
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